
浜岡原子力発電所５号機 気体廃棄物処理系の点検準備作業の開始について 
平成 20 年 11 月 6 日 

 

５号機は、平成２０年１１月５日午前９時３１分、発電機出力約１１０万キロワットにおいて、気体廃棄
物処理系（※１）で系統内の水素濃度が上昇する事象が確認されたため、運転状況の監視の強化等を
行っていたところ、午後３時４５分、同系統内の希ガスホールドアップ塔（※２）にて温度上昇が確認さ
れたため、午後４時１５分に原子炉を手動停止しました。 

（平成２０年１１月５日お知らせ済み） 
 
 
気体廃棄物処理系の点検の準備作業として、本日（１１月６日）より同系統内の残留ガスを窒素ガス

により置換することとしました。 
この置換作業が完了し、その他の準備が整い次第、同系統を点検いたします。 
 
 

※１ 気体廃棄物処理系は復水器に流入する「水素」、「酸素」および「気体状の放射性物質（希ガス）」
を処理する系統です。 
このうち「水素」と「酸素」は同系統で処理（再結合反応）され水となります。 

※２ 希ガスホールドアップ塔は、放射性の希ガスを一定期間活性炭に吸着させて放射能を減衰させ
る装置です。 
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